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百年の森林に囲まれた　快適で人が輝く　自然と交流のむら　”西粟倉村”　の実現を目指して

平成３０年度　西粟倉村当初予算

　平成 30 年度の一般会計予算は、昨年度比 10.2％増となっています。主な増加要因としては、学び発表の

場、庁舎建設事業（296,631 千円）、地域熱供給システム整備事業（268,874 千円）、地域おこし協力隊事

業（123,780 千円）等となります。昨年度建設した子育て支援施設に続き、今年度は村民体育館を解体し、

図書館や公民館など皆が集まり活動する場の建設に着手するとともに、来年度以降予定している庁舎建設に係

る設計等を行います。

　基幹施設の建設が続きますが、各事業において今後もできる限り有効な財源確保を検討し、将来において過

度な財政負担とならないよう努めていきます。

□会計別予算状況（単位：万円）

平成 30 年度 平成 29 年度 増減率

合　　計 ３６６，９５５ ３２６，６６８ １２．３%

一 般 会 計 　 ２６９，３０２ ２４４，３４９ １０．２%

特
別
会
計

国民健康保険事業 ２１，７０５ ２３，５２７ ▲ ７．７%
国保施設 ( 直診 ) 事業 ５，９０７ ６，２７１ ▲ ５．８%
後期高齢者医療事業 ２，１１３ １，９９４ ６．０%
介 護 保 険 事 業 ２５，９１８ ２４，５０９ ５．７%
介護サービス事業 ９２０ １，６００ ▲ ４２．５%

小　　計 ５６，５６３ ５７，９０１ ▲ ２．３%
　

企
業
会
計

簡 易 水 道 事 業 １６，７０７ ７，３７９ １２６．４%
農業集落排水事業 ７，９０７ ７，７０４ ２．６%
森 林 管 理 事 業 １６，４７６ ９，３３５ ７６．５%

小　　計 ４１，０９０ ２４，４１８ ６８．３%

□ 一般会計を村民 1人あたりに換算してみると…

うち

1 人あたり予算額 一世帯あたり予算額

総　　額 １，８３５　千円 ４，５２６　千円

農業振興などに ８０　千円 １９８　千円
林業振興などに １４３　千円 ３５４　千円
道路整備・管理・除雪などに ９４　千円 ２３３　千円
観光振興などに １６５　千円 ４０８　千円
高齢者福祉・児童福祉などに ２５１　千円 ６１８　千円
保健・医療対策などに ３７　千円 ９２　千円
学校教育などに ８４　千円 ２０８　千円
生涯学習・図書館などに ３７　千円 ９１　千円
議会に ３０　千円 ７４　千円
住宅管理などに ２　千円 ５　千円
過疎対策などに ３０９　千円 ７６２　千円
選挙・戸籍事務・自治振興などに １３３　千円 ３２７　千円
積立（貯金）に ２２　千円 ５４　千円
借入金の返済に １８８　千円 ４６４　千円
消防・防災対策に ３９　千円 ９５　千円
環境保全・新エネルギーなどに ２０７　千円 ５０９　千円
その他 １４　千円 ３４　千円

（平成 30 年 3 月末現在人口 ： 1,468 人 ( 外国人含む）    世帯数 ：595 世帯）
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□一般会計　歳出　性質別　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）

平成３０年度 平成２９年度 増減額 比率
歳　出　総　額 ２６９，３０２ ２４４，３４９ ２４，９５３ １００

 普通建設事業費

　　　（道路などの事業費）
６８，１２９ ５９，０９３ ９，０９９ ２５．３

 物件費（消耗品や委託料など） ６５，１８１ ５６，４０２ ８，７７９ ２４．２

 公債費（借入金の返済） ２７，５８１ ２６，５２０ １，０６１ １０．２

 人件費（議員報酬、職員給与など） ３３，８９５ ３１，５４７ ２，３４８ １２．６

 補助費等（助成金など） ２９，５３９ ２５，２９２ ４，２４７ １１．０

 繰出金（他の会計への繰り出し） ２２，６９４ ２１，３５２ １，３４２ ８．４

 扶助費（福祉、医療、給付金など） １０，６５８ １１，５６９ ▲ ９１１ ４．０

 積立金（基金への積立金） ３，２１７ ６，３５１ ▲ ３，１３４ １．２

 維持補修費（施設等の修繕費など） ６，３４５ ４，２２３ ２，１２２ ２．４

 予備費 ２，０００ ２，０００ ０ ０．７

□一般会計　歳入　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）

平成３０年度 平成２９年度 増減額 比率
　歳　入　総　額 ２６９，３０２ ２４４，３４９ ２４，９５３ １００

自
主
財
源

村税 １３，７４０ １４，３４４ ▲ ６０４ ５．１

その他自主財源
（使用料、繰入金、諸収入など）

３８，６４５ ４１，１７９ ▲ ２，５３４ １４．４

依
存
財
源

村債（借入金） ５９，２５０ ３９，０４０ ２０，２１０ ２２

地方譲与税・交付金など ４，０９３ ４，５４１ ▲ ４４８ １．５

地方交付税 １２０，１１６ １１，９４２ ８，１７４ ４４．６

国庫支出金 １９，７３８ １９，３７０ ３６８ ７．３

県支出金 １３，７２０ １３，９３３ ▲ ２１３ ５．１

□一般会計分　基金の状況　　　　　　（単位：百万円）

基　金　名
平成 29 年度末

現　在　高

A

平成３０年度

積立額

B

取崩額

C

年度末現在高

（見込）

D=A+B-C
財 政 調 整 基 金 ９５ ２ ー ９７

減 債 基 金 ２２８ ２ ー ２３０

その他目的基金 １，１１６ ２８ ５ １，１３９
合　計 １，４３９ ３２ ５ １，４６６

□一般会計分　地方債現在高　　　　　　（単位：百万円）

区　分
平成 29 年度末

現　在　高

A

平成３０年度

発行額

B

償還額

C

年度末現在高

（見込）

D=A+B-C

地 方 債 合 計
（うち臨時財政対策債）

２，３６４

（４５１）

５９３

（４２）

２７２

（４４）

２，６８５

（４４９）

□一般会計　歳出　目的別　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）

平成３０年度 平成２９年度 増減額 構成比
歳　出　総　額 ２６９，３０２ ２４４，３４９ ２４，９５３ １００

 農林水産業費 ３２，８２９ ３４，８９５ ▲ ２，０６６ １２．３

 民生費 ３６，７８４ ３５，０６９ １，７１５ １３．７

 公債費 ２７，５８１ ２６，５２０ １，０６１ １０．２

 総務費 ６６，７１８ ５０，４９０ １６，２２８ ２４．８

 土木費 １５，４３９ １２，１５８ ３，２８１ ５．７

 教育費 １７，８２１ １５，６６３ ２，１５８ ６．６

 商工費 ２４，２７８ ２０，５７７ ３，７０１ ９．０

 衛生費 ３５，７９９ ３１，９２１ ３，８７８ １３．３

 議会費 ４，３９８ ４，５１７ ▲ １１９ １．６

 消防費 ５，６５５ １０，５３９ ▲ ４，８８４ ２．１

 予備費 ２，０００ ２，０００ ０ ０．７

一般会計　歳入・歳出

3
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みんなが集まる公共施設

学び発表の場･庁舎　 ～あつまる、つながる、やってみる、～　

□基本設計についてご意見をいただきました！
　建設委員会、村住民ワークショップを行い、基本
設計案についてご確認いただき、ご意見をいただき
ました。
　計画は西粟倉村の木をふんだんに活用し、村民の
方々の様々な活動に使っていただく建物として計画
しています。
　今後も広報紙等で、より詳しい情報をお伝えして
いきますのでお楽しみに！！

▲建設敷地　体育館は夏から解体を

平成 31 年冬
オープン予定

平成 33 年冬
オープン予定学び発表の場

（図書館、ほんのひろば） ホール
（議場）

役場庁舎

▲国道側から見た学び発表の場（模型写真）

平成 31 年冬
オープン予定

平成 33 年冬
オープン予定

ほんのひろば

図書スペース
　2 階　一般
　1 階　児童

活動
スペース

ホール（議場）
執務スペース

□一緒に使い方を考えましょう！
　今までのあわくら会館での活動だけでなく、村民みなさんの ” やってみたい！ ” に応える施設にしていき
たいと思っています。
　今後も広報紙の情報などご確認いただきながら、みなさんの ” やってみたい！ ” を考えてみてください。

※模型写真は、基本設計段階のものであり、今後変更となる可能性があります。
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　第４８回西粟倉村消防操法訓練大会が、４月１５日（日）村民総合グ
ラウンドで開催されました。小型ポンプの部に４部４チームが出場しま
した。グラウンド状況の悪い中ではありましたが、県大会出場をかけた
熱い操法訓練となりました。
　優勝した第 1 部は、５月２０日に開催される県大会に出場します。
皆さんの応援をよろしくお願いします。

○村消防操法訓練大会開催！！○ 【成績】
優　勝　第１部
準優勝　第４部
第３位　第３部

( 優秀選手賞 )
指揮者　第１部　　井上幸則
１番員　第１部　　安妻泰良
２番員　第４部　　河野奨矢
３番員　第３部　　乾陽二郎

子育て支援の場　 西粟倉保育園の完成見学会を実施しました！

□４月７日（土）、新しくできました保育園を住民
の方にお披露目するため、完成見学会を実施しまし
た。当日は、とても寒い日でしたが、多くの村民の
方にご参加いただき、約 300 人の来園がありました。
　村の子育て支援施策として、今回、「認可保育園」
と「こどものもり公園」を整備しました。公園は木
製ブランコなどを置いています。一般の方も利用可
能ですので、ぜひお子様と遊びに来たり、また休憩
などでお気軽にご利用ください。
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こんにちは！ヘルスボランティア委員です！

　ヘルスボランティア委員会は、愛育委員と栄養委員が１つになった組織です。ほぼ各地区におり、14 名
で活動をしています。村の赤ちゃんからお年寄りの方まで、皆さんが健康に生活できるよう、健康づくりの
お手伝いをしています！

平成 30 年度　ヘルスボランティア委員
大　茅　　宮崎　定子　　　影　石　　萩原　さゆり
大　茅　　金田　裕惠　　　別　府　　春名　美知子
大　茅　　萩原　和美　　　別　府　　青木　晴子
坂　根　　金子　美咲代　　中土居　　青木　眞澄
猪之部　　小林　順子　　　中土居　　白岩　さゆり
塩　谷　　矢代　順子　　　下土居　　春名　美奈子
谷　口　　西岡　綾子　　　筏　津　　高木　智子

【主な活動内容】
　幼稚園・小学校での食育活動、地区サロン

（簡単料理教室、高血圧予防教室）、赤ちゃん
訪問、男性の料理教室、総合健診・小児科健
診・小児歯科健診でのお手伝いなど

健診・がん検診を受けて、
身体のチェックをしましょう♪

『新田佳浩選手の

　　　金メダル・銀メダル獲得を祝う会』を開催しました！
　平成３０年４月７日（土）、「新田佳浩選手の金メ
ダル・銀メダル獲得を祝う会」をあわくら旬の里に
おいて開催しました。祝賀会にはお祝いに駆け付け
た恩師や同級生、村民の方を中心に 250 名あまり
が出席し、新田選手の凱旋を盛大に祝福しました。
　新田選手は平成３０年３月９日（金）～１８日（日）
に開催された平昌パラリンピックに出場し、１４日
に行われた 1.5㎞スプリントクラシカルでは、トッ
プと 0.8 秒差で惜しくも銀メダル。１７日に行われ
た 10㎞クラシカルでは、序盤での転倒をものとも
せず、見事金メダルを獲得しました。
　祝賀会において、西粟倉村からは木製の感謝状を
贈呈。また、子どもたちからの花束や同級生からの
プレゼント贈呈も行われ、故郷・西粟倉村らしい和
やかな会となりました。
　新田選手は西粟倉村の子どもたちに向け、パラリ
ンピックの父ルートヴィヒ・グットマンの言葉「失
われたものを数えるな、残されたものを最大限に生
かせ」を引合いに、「西粟倉に無いものを数えるの
ではなく、この自然や人に恵まれた環境を最大限に
利用して、夢に向かって頑張ってほしい」と語りま
した。
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農業者グループへの助成が始まります。

　平成３０年度から、後継者の育成や農作物のブランド化の促進、村内農業の活性化を目的として、

農業者の自主性と創意工夫を生かした活動や、農業経営者としての資質向上につながる研修などの活
動を行う団体に対する助成が始まります。

【対象者】助成の対象となる農業者グループは、以下の要件を全て満たす必要があります。

（１）上記の目的に沿った活動を行う団体であること

（２）３人以上で、全員が村内在住農業者で構成されていること

（３）グループの代表者が農業者であること

【対象となる経費】活動にかかる諸経費のうち、助成の対象となるのは以下の経費です。

（１） 会議費（資料作成、通信費など）

（２） 研修費（講師謝礼、受講参加費、交通費など）

（３） 印刷費（チラシ、ポスター作成など）

（４） 施設使用料（イベント等開催に係る会場使用料）

（５） 消耗品費（イベント等開催に係る消耗品）

（６） その他事業のために必要な経費で、村長が必要かつ適切と認めたもの

【助成額】助成金の交付金額は、対象となる経費の額によって以下のとおりとなります。

　　　　※ただし、予算の範囲内とし、同一年度に１グループにつき１事業に限ります。

　　　　　なお、同一グループへの助成は３年までとなります。

（１）助成対象経費が１００，０００円未満の場合・・・助成対象経費の１/ ２以内
（２）助成対象経費が１００，０００円以上、

　　　　　　　　　  ５００，０００円未満の場合・・・助成対象経費の１/ ２以内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ( １５０，０００円上限 )

（３）助成対象経費が５００，０００円以上の場合・・・３００，０００円以内

【お問合せ・ご相談先】
　西粟倉村役場産業観光課　TEL 0868-79-2111　FAX 0868-79-2125

　ヘルプマーク・ヘルプカードを知っていますか？
白い「＋」と「♡」が描かれた赤色の樹脂製のプレートのヘ
ルプマークとカード型のヘルプカードがあります。外見では
分かりづらい障害や病気のある人が、配慮を必要としている
ことを、周囲の人に知らせることが出来ます。どちらかひと
つ持っていると役に立ちます。必要な方は保健福祉課へお越
し下さい。

ヘルプマーク・ヘルプカードを配布します !!
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平成３０年度　総合健診のお知らせ
午前（総合健診） 午後（結核・肺がん検診）

５月２４日
（木）

影石　別府
筏津　知社

７：００
～

９：３０

筏津公民館 １３：３０～１４：００
知社公民館 １４：１０～１４：４０

いきいきふれあい
センター １５：３０～１７：３０

５月２５日
（金）

塩谷　引谷
中土居

７：００
～

９：３０

塩谷公民館 １３：３０～１３：５０
新田茂様　宅 １４：００～１４：２０

平田楽一様　宅 １４：４０～１５：００
西粟倉駅 １５：１０～１５：５０

５月２７日
（日）

猪之部　谷口
３０代
４０代

歯科検診

７：００
～

９：３０

大茅公民館 １３：３０～１３：５０
草刈鈑金下 １４：００～１４：４０

あわくら温泉駅 １４：５０～１５：１０
谷口公民館 １５：２０～１５：４０

下土居公民館 １５：５０～１６：１０
いきいきふれあい

センター １６：２０～１６：４０

５月２８日
（月）

大茅　坂根
下土居

７：００
～

９：３０

（午後の肺がん・結核
検診はありません）

婦人科検診
１５：００～１７：００

５月２９日
（火）

婦人科検診
９：００～１３：００

※混雑を避けるため地区割をしていますが、ご都合のよい日にお越しください。
　　　持ってくるもの
・受診券　・健康保険証　・問診票（必ず記入してお持ちください）
　・健康手帳　　・採尿器　・採便器（大腸がん検診を受診の方） ※朝の薬は飲まずにお持ちください

献血にご協力ください ～移動献血車が来ます～

　　　　　　　日　時 ：  ６月７日（木）　１１時５０分～１３時（受付）
　　　　　　　場　所 ： いきいきふれあいセンター
　献血は、直接人の命を救うとても大切なボランティア活動です。
手術やけがなどで輸血を必要としている患者さんの尊い命を救うため、献血にご協力ください。
また、西粟倉村での献血は年１回となりますので、ぜひこの機会によろしくお願いいたします。
献血にあたってのおことわりとお願い 

　200ml の献血製剤は今まで多くの皆様方にご協力いただいた献血で
十分な状態になっている一方、大量の輸血を必要とする手術に必要な
400ml の献血製剤が不足しております。今回は 400ml 献血のみ

（体重 50kg 以上の方のみ可）の受付とさせていただきますので、ご了承ください。

皆さんよろしく
おねがいします。
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美作市消防本部からのお知らせ
　平成 30 年度応急手当の普及啓発として、普通救命講習Ⅰ（修了証交付）の講習を下記のとおり実施します。
○講  習  日　平成 30 年 5 月 19 日（土）、6 月 16 日（土）、7 月 21 日（土）、8 月 18 日（土）、
　　　　　　　　　　　9 月 15 日（土）、10 月 20 日（土）、11 月 17 日（土）、12 月 15 日（土）
　　　　　　平成 31 年 1 月 19 日（土）、2 月 16 日（土）、3 月 16 日（土）
○時　　間　13：30 ～ 16：30
○定　　員　概ね 10 名
○申込方法　受講日の１週間前までに消防署へ電話にて申し込んで下さい。
○講習会場　美作市消防本部
○費　　用　受講料は無料
○注  意  点　お一人から受講可能で、当日は動きやすい服装でお願いします。
　　　　　　遅刻や早退があれば講習修了とは認められません。

○問合せ先　美作市消防署救急係
〒 707-0024　美作市楢原下１１００
電話　０８６８－７２－２６０３

○応急手当 web 講習（e- ラーニング）について
　e- ラーニングとはインターネットを利用した講習です。
パソコン、スマートフォン、タブレット等を使用して、事前に
救命講習の座学部分（1 時間）を受講するものです。受講して
いただくことで前半の 1 時間が免除され、２時間の講習とな
ります。詳細は美作市ホームページをご覧いただくか、お問い
合わせ下さい。

○春の交通安全県民運動○
　４月６日（金）～４月１５日（日）まで、『子どもと高齢者の安全な通
行の確保と高齢運転者の交通事故防止』を最重点目標に、『春の交通安全
県民運動』が県下一斉に展開されました。本村でも交通安全推進委員を中
心に地域の皆さまによる街頭活動や広報車での啓発活動を実施しました。
　４月８日（日）には西粟倉村交通安全推進委員によるカーブミラー清掃
や、スポーツ少年団、西粟倉駐在所と協力し、あわくらんどでの街頭広報
活動を行い、ドライバーのみなさんに安全運転を呼びかけました。また、
鳥取道西粟倉 IC において通行中の車両のシートベルト着用調査を実施し
ました。着用率は上り下りとも 100％でした。期間中にご協力を賜りま
した皆さまありがとうございました。
　交通安全県民運動終了後も、引き続き安全運転に心がけ、『悲しい事故
のない西粟倉』に、皆さんでしていきましょう。
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村
民
の
み
な
さ
ん
に
〝
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
〟
を
伝
え
る

連
載
「
村
民
の
あ
し
た
」。
第
15
回
目
と
な
る
今
回
は
、
株
式

会
社sonraku

の
半
田
守
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。
地
域
熱

供
給
の
稼
働
や
薪
ボ
イ
ラ
ー
の
運
用
な
ど
、
西
粟
倉
村
で
は
バ

イ
オ
マ
ス
の
活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。
村
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業

で
あ
る
株
式
会
社sonraku

で
、
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
事
業
に
携

わ
る
半
田
さ
ん
に
、
こ
の
仕
事
に
就
い
た
経
緯
や
、
今
後
の
展

望
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

村
わ た し

民のあした
村民の “ 知らない ” が “ 知ってる ” に変わる連載！

〈第 15 回〉

株式会社 s
そ ん ら く

onraku

半
は ん だ

田　守
まもる

さん

‐
半
田
さ
ん
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

半
田
さ
ん
（
以
下
、
敬
称
略
）　

こ
れ
ま

で
化
石
燃
料
を
使
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
、

こ
の
見
渡
す
限
り
の
山
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

変
え
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
進

め
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
村
が
大

き
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い
て
く
れ
て
い
る
の

で
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿
っ
て
、
現
場
目

線
で
、
細
か
い
改
善
を
繰
り
返
し
て
い
く

の
が
私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。
本
当
に
細

か
い
と
こ
ろ
だ
と
、
薪
を
乾
燥
さ
せ
る
ラ

ッ
ク
に
屋
根
を
つ
け
る
だ
と
か
、
こ
れ
ま

で
薪
を
４
分
の
１
に
割
っ
て
い
た
と
こ
ろ

を
２
分
の
１
に
し
て
製
造
ス
ピ
ー
ド
を
速

め
る
だ
と
か
。
先
輩
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に

お
知
恵
を
頂
き
な
が
ら
、
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ

ン
ジ
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
そ
の
積
み

重
ね
で
、
薪
ボ
イ
ラ
ー
の
運
用
も
少
し
づ

つ
改
善
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
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目
標
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度

無
し
で
も
、
収
支
的
に
も
運
用
的
に
も
正

し
く
持
続
す
る
体
制
を
つ
く
る
こ
と
で

す
。
そ
の
目
標
を
完
遂
す
る
た
め
に
も
、

先
輩
ス
タ
ッ
フ
の
体
験
を
引
き
継
ぎ
、
ま

ず
は
根
本
的
な
問
題
を
見
極
め
る
こ
と
が

大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

‐
西
粟
倉
村
へ
来
ら
れ
た
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

半
田　

井
筒
耕
平
（
株
式
会
社sonraku

代
表
）
の
と
こ
ろ
で
働
い
た
ら
面
白
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
、
そ
れ
が
た
ま
た

ま
西
粟
倉
で
し
た
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
は
グ
ッ
ズ
の
営
業

を
し
て
い
ま
し
た
。
性
格
が
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
と
い
う
か
、
と
に
か
く
売
上
を
上
げ
る

の
が
す
ご
く
好
き
で
。
営
業
は
契
約
を
取

っ
て
く
れ
ば
わ
か
り
や
す
く
評
価
さ
れ
る

し
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
が
楽
し
く
て
仕
事

を
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
こ
れ
を
一
生

の
仕
事
に
す
る
の
は
ち
ょ
っ
と
違
う
な
と

思
い
始
め
、
ア
ン
テ
ナ
を
変
え
て
、
読
む

本
も
変
え
て
、
そ
の
中
で
出
会
っ
た
の
が

バ
イ
オ
マ
ス
で
し
た
。
今
は
化
石
燃
料
を

バ
ン
バ
ン
使
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
こ

れ
ま
で
の
地
球
の
貯
金
だ
か
ら
い
つ
か
は

終
わ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
じ
ゃ
な

く
て
、
山
を
育
て
、
木
材
に
し
、
木
材
と

し
て
使
わ
れ
な
い
も
の
を
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
っ
て
、
そ
の
間
に
ま

た
山
を
育
て
て
。
循
環
の
中
で
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
生
み
出
し
て
い
け
る
仕
組
み
を
、
自

分
た
ち
の
世
代
で
確
立
す
る
の
っ
て
、
シ

ン
プ
ル
に
面
白
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。
バ

イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て
学
ぶ
中
で
、
こ
の
村

で
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
携
わ
る
井
筒
耕
平

の
存
在
を
知
り
、
今
に
至
り
ま
す
。

‐
難
し
か
っ
た
こ
と
や
大
変
だ
っ
た
こ

と
が
あ
れ
ば
教
え
て
下
さ
い
。

半
田　

バ
イ
オ
マ
ス
は
冬
が
大
変
な
ん
で

す
が
、
１
月
に
西
粟
倉
に
来
て
、
全
然
う

ま
く
い
っ
て
な
い
じ
ゃ
ん
と
思
っ
た
の
が

正
直
な
と
こ
ろ
で
し
た
。
薪
ボ
イ
ラ
ー
は

本
来
な
ら
、
３
時
間
に
一
度
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
薪
を
投
入
す
る
だ
け
で
い
い
は
ず
の

も
の
な
ん
で
す
が
、
冬
場
は
薪
が
湿
っ
て

い
る
こ
と
が
多
く
外
気
も
寒
い
の
で
、
ボ

イ
ラ
ー
の
中
の
火
が
消
え
て
し
ま
う
ん
で

す
。
そ
う
な
る
と
、
そ
の
間
お
湯
を
温
め

る
術
が
な
い
の
で
、
灯
油
を
使
う
必
要
が

あ
っ
て
、
そ
れ
で
は
意
味
が
な
い
と
。

　

薪
の
製
造
ペ
ー
ス
が
追
い
つ
い
て
い
な

く
て
、
ス
ト
ッ
ク
も
減
っ
て
い
く
一
方
で
。

ス
ト
ッ
ク
が
減
れ
ば
乾
燥
す
る
時
間
も
取

れ
ず
、
立
ち
消
え
も
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

他
の
地
域
で
活
躍
す
る
協
力
隊
の
先
輩

か
ら
、
初
め
の
１
年
は
自
分
の
意
見
を
殺

し
て
、
辛
抱
す
る
と
こ
ろ
は
辛
抱
し
て
、

頼
ら
れ
る
人
間
に
な
れ
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
来
た
ば
か
り
の
時
は
、

立
ち
消
え
が
多
発
す
る
現
状
に
焦
り
を
感

じ
て
、
も
う
少
し
作
業
時
間
を
増
や
そ
う

だ
と
か
、
こ
う
し
た
ほ
う
が
効
率
が
良
い

と
か
言
っ
て
し
ま
っ
て
。
薪
工
場
の
皆
さ

ん
は
良
い
方
ば
か
り
な
の
で
口
に
は
し
ま

せ
ん
が
、
ま
だ
何
も
わ
か
っ
て
い
な
い
の

に
何
を
言
っ
て
る
ん
だ
と
思
わ
れ
た
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
協
力
隊
の
先
輩
か
ら
助

言
を
頂
い
て
い
た
の
に
、
こ
れ
は
や
っ
て

し
ま
っ
た
な
と
反
省
し
て
い
ま
し
た
ね
。

今
は
現
場
を
す
ご
く
大
事
に
し
て
い
て
、

と
に
か
く
で
き
る
こ
と
を
や
ろ
う
と
。

　

薪
工
場
の
皆
さ
ん
は
本
当
に
重
要
で

す
。
薪
割
り
の
仕
事
っ
て
そ
れ
自
体
が
楽

し
い
仕
事
で
は
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
淡
々

と
作
業
を
続
け
る
の
は
大
変
な
こ
と
な
の

で
、
忍
耐
強
く
働
か
れ
る
み
な
さ
ん
を
尊

敬
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
頂
き
つ
つ
、
い
か
に
改
革
を
進
め
て

い
く
か
と
い
う
の
が
、
難
し
い
で
す
が
面

白
く
て
。
そ
の
た
め
に
も
今
は
現
場
に
入

る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

‐
こ
れ
か
ら
し
た
い
こ
と
や
住
民
の
方

に
協
力
し
て
欲
し
い
こ
と
等
あ
れ
ば
教

え
て
下
さ
い
。

半
田　

薪
ボ
イ
ラ
ー
の
灰
が
余
っ
て
い
る

の
で
、
畑
に
撒
い
た
り
活
用
し
た
い
方
は

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
持
っ
て
行
っ
た

ら
運
賃
等
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

取
り
に
来
て
く
だ
さ
れ
ば
無
料
で
す
。
ま

た
、
今
後
は
家
庭
用
の
薪
の
販
売
も
始
め

た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
興
味
が
あ
る

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

株式会社 sonraku
〒 707-0503
西粟倉村大字影石 2050 番地

（あわくら温泉　元湯）
Tel. 090-5051-5681
Mail. motoyumotoyu@gmail.com
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Vol.60

〈
主
な
認
定
条
件
〉

【
１
】
村
内
の
製
材
所
が
製
材
し
た
西

粟
倉
村
産
材
を
利
用
し
、
村
内
の
建
築

業
者
が
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
こ
と

【
２
】
西
粟
倉
村
産
材
を
10
万
円
以
上

使
用
す
る
こ
と

【
補
助
金
額
】
補
助
金
額
は
、
材
料
代

の
２
分
の
１
以
内
で
最
大
50
万
円
ま
で

で
す
。

 

に
し
あ
わ
く
ら
木
の
家
づ
く
り

    

推
進
事
業
補
助
金

　

西
粟
倉
村
で
は
、
み
な
さ
ん
に
、
よ

り
積
極
的
に
木
材
を
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、
木
を
使
っ

て
家
を
つ
く
る
こ
と
、
あ
る
い
は
家
を

直
す
こ
と
に
対
し
て
の
支
援
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、補
助
事
業
の
利
用
に
よ
っ
て
、

村
内
の
木
材
業
者
さ
ん
、
建
築
業
者
さ

ん
の
育
成
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

い
ず
れ
の
補
助
に
つ
い
て
も
、
予
算

に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
新
築
・
リ
フ
ォ

ー
ム
を
木
造
で
、と
考
え
て
い
る
方
は
、

お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

な
お
、
当
補
助
金
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
工
事
の
実
施
前
に
申
請
書
を
提

出
し
、
村
に
よ
る
審
査
・
交
付
決
定
を

経
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

下
さ
い
。

※
家
づ
く
り
事
業
、
家
直
し
事
業

と
も
に
、
完
成
後
10
年
以
上
補
助

対
象
の
住
宅
に
居
住
す
る
こ
と
を

確
約
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
も
募
集
し
て
い
ま
す
！

木
材
利
用
に
関
す
る
補
助
金

 

に
し
あ
わ
く
ら
木
で
家
直
し

  （
リ
フ
ォ
ー
ム
）
推
進
事
業

   

補
助
金

〈
主
な
認
定
条
件
〉

【
１
】
村
内
に
お
い
て
、
延
床
面
積
が

100
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
一
戸
建
て
木

造
住
宅
を
新
築
す
る
こ
と

【
２
】
在
来
工
法
（
軸
組
工
法
）
に
よ

り
建
築
す
る
こ
と

【
３
】
村
内
の
製
材
所
が
製
材
し
た
西

粟
倉
村
産
材
を
利
用
し
西
粟
倉
村
産
材

で
製
材
し
た
材
木
を
16
立
方
メ
ー
ト
ル

以
上
、
居
住
を
目
的
と
す
る
部
分
に
使

用
す
る
こ
と

【
４
】
村
内
の
建
築
業
者
（
村
内
に
本

店
を
有
す
る
法
人
ま
た
は
村
内
に
住
所

を
有
す
る
個
人
事
業
主
）
に
よ
り
建
築

す
る
こ
と
（
こ
の
条
件
は
家
直
し
に
も

共
通
し
ま
す
）

【
補
助
金
額
】
補
助
金
額
は
、
一
戸
に

つ
き
最
大
50
万
円
ま
で
で
す
。
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★
編
集
後
記
★

　

山
の
新
緑
が
ま
ぶ
し
い
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
動
植
物
の
活
動
も
ま
す

ま
す
活
発
に
な
り
、
気
候
も
暖
か
く

な
る
の
で
、
山
の
散
策
も
楽
し
く
な

る
で
し
ょ
う
！

　

ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
、
産
業
観
光
課
ま
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　

雑
学
的
な
話
に
な
り
ま
す
が
、
平
成

28
年
８
月
11
日
に
、
新
た
な
祝
日
と
し

て
、「
山
の
日
」
が
制
定
さ
れ
た
の
は

皆
さ
ん
の
記
憶
に
も
新
し
い
話
か
と
思

い
ま
す
。

　

山
の
日
の
意
義
は
、「
山
に
親
し
む

機
会
を
得
て
、山
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
」

こ
と
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
各
地

で
、
登
山
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
開
催
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

　

し
か
し
、
山
に
関
す
る
記
念
日
は
他

に
も
あ
る
の
で
す
。

　

５
月
20
日
は
、「
森も

り林
の
日
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成
元
年
に

村
名
の
頭
に
「
美
」
の
字
が
つ
く
全
国

の
10
村
（
岡
山
県
で
は
美
甘
村
・
現
真

庭
市
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
）
で
結
成

し
た
美う

ま
し
さ
と

し
村
連
邦
が
制
定
し
た
も
の

で
、由
来
は
『
森
林
』
の
文
字
に
『
木
』

が
５
つ
入
っ
て
お
り
、
総
画
数
が
20
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
５
月
20
日
と
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

４
月
～
５
月
は
、
緑
の
募
金
運
動
の

実
施
期
間
に
な
り
ま
す
。
こ
の
募
金
で

得
ら
れ
た
お
金
は
、
水
源
林
の
整
備
、

山
火
事
跡
地
な
ど
の
復
旧
、緑
化
推
進
、

銘
木
の
保
護
、
み
ど
り
の
少
年
隊
活
動

の
支
援
、
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

村
内
で
は
、
役
場
（
産
業
観
光
課
カ

ウ
ン
タ
ー
）・
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
（
保
健
福
祉
課
カ
ウ
ン
タ
ー
）・

あ
わ
く
ら
温
泉
駅
待
合
室
に
募
金
箱
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

以
前
は
こ
の
日
を
記
念
し
て
イ
ベ
ン

ト
等
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
村
の
合

併
等
に
よ
り
現
在
は
活
動
し
て
い
な
い

よ
う
で
、
寂
し
い
こ
と
で
す
。

 

ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
　

 

山
の
記
念
日

 

緑
の
募
金
に
ご
協
力

  

を
お
願
い
し
ま
す
！

　

前
述
の
よ
う
な
記
念
日
で
は
な
い
で

す
が
、
村
内
に
も
「
山
の
日
」
が
あ
り

ま
す
。
塩
谷
地
区
に
あ
る
山
の
神
社
で

は
、
11
月
９
日
が
祭
の
日
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
山
仕
事
を
す
る

人
に
と
っ
て
は
、
山
に
入
ら
な
い
日
と

な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
「
百
年
の
森
林
事
業
」
に
お
い
て
は
、

人
工
林
の
集
約
管
理
を
進
め
、
適
切
に

管
理
さ
れ
た
山
づ
く
り
が
目
標
で
す

が
、
よ
り
多
く
の
方
に
山
の
魅
力
を
知

っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
山
と
人
と

が
も
っ
と
身
近
な
関
係
に
な
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
紙
面
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
そ

の
他
イ
ベ
ン
ト
等
で
情
報
発
信
を
行
っ

た
り
、
様
々
な
体
験
の
場
を
設
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

世
界
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
国
際

的
に
は
森
林
面
積
の
減
少
が
続
い
て
お

り
、
森
林
環
境
の
保
護
・
保
全
や
持
続

可
能
な
森
林
経
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
国
際
連
合
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状

況
か
ら
、
森
林
に
対
す
る
意
識
向
上
を

図
る
た
め
に
、
平
成
24
年
に
、
翌
年
以

降
３
月
21
日
を
「
国
際
森
林
デ
ー
」
と

制
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
内
で
は
、
林
野
庁
を
は
じ
め
関
心

の
あ
る
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
協
力
し
、

森
林
や
国
産
材
利
用
に
関
す
る
普
及
・

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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　４月１２日（木）、幼稚園入園式を行いました。保護者の方に見守
られ、多くの来賓の方に祝福してもらいながら、１３人のかわいいう
さぎ組さんが西粟倉幼稚園の仲間入りをしました！
　３０年度はうさぎ組１３人・くま組１４人・ぞう組１２人の計３９
人でスタートしました。今年度も村内の色々なところへ出かけて行き
たいと思っています！幼稚園児を見かけた時には、みなさん、声を掛
けて下さいね☆

　お問い合せは

西粟倉保育園　７５－３９２０

教育委員会　　７９－２２１６

　幼稚園はいつでも開放しています。園児がいるご家庭でなくても、気軽にお子さんを連れて遊びに来てく
ださいね。

入園おめでとう！！

第１回
　西粟倉保育園
　　　　　入園式
　平成１５年に始まった託児所ぽんぽこ
園が、この４月から認可保育園になりま
した。来賓の方をお迎えして第１回入園
式を４月６日（金）に行いました。

　式終了後はお家の方、担任の先生と一緒に記念写真を撮りました。園児たちはこれから村の木をふんだん
に使った明るくて開放的な園舎で毎日生活します。保育園では、一人ひとりが大きな木に育つように、しっ
かりした根っこづくりを行っていきます。

歌で入園をお祝い！

０歳児学級（ゆきぐみ）

１歳児学級（ほしぐみ） ２歳児学級（そらぐみ）
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入学式

学年目標『ひまわり』
“ ひ ”・・・人に優しく、感謝の気持ちを持つ。
“ ま ”・・・周りをみて、気付いて行動する。
“ わ ”・・・和を大切にする。
” り ”・・・リーダーシップを身につける。

　4 月 10 日 ( 火 ) に、新たに 1 ５名が西粟倉中
学校に入学しました。「ひまわり」を学年目標に
中学校生活がスタートしました。

小学校入学式
　４月１１日（水）、元気いっぱい
に１４名の１年生が入学しました。

校長先生のお話

　３つのことに気をつけて楽しい
学校生活を送りましょう。
・あいさつをしましょう。
・話をしっかりききましょう。
・自分のことは自分でしましょう。

小学校でがんばりたいこと
・１００点をとりたい！

・バス遠足をしたい！

・たしざん、ひきざんをしたい。

・しゅくだいをがんばりたい。

６年生のお兄さんお姉さん

から名札をつけてもらいま

した。

中学 1 年生になりました！よろしくお願いします。

青木　蓮青木　蓮 井辺　大輝 榎原　佑姫 金田　瑞騎

青木　蓮桐山　菜々実 國里　凌央 熊橋　未紗

青木　蓮熊本　あみ 小林　美香 小松　芽生 髙木　陽菜

青木　蓮萩原　愛海 平田　迅 福島　湊人 森下　陸史
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今月の新着本

一般書
　・『それまでの明日』　　　　　　　　　　　　　原尞／著
　・『あなたには帰る家がある』　　　　　　　山本文緒／著

児童書 
　・『たねをまいて』　　　　　　　　　　　　　水俣市／作
　・『おたからサザエさん』　　　　　　　　長谷川町子／作
　・『ボス・ベイビー』　　　　　　　　　　　日笠由紀／作

★今月のおすすめ本★

ノミネート作品：
　『たゆえども沈まず』　　　　　原田マハ／著
　『崩れる脳を抱きしめて』　　知念実希人／著
　『キラキラ共和国』　　　　　小川糸／著
　『屍人荘の殺人』　　　　　今村正弘／著
　『騙し絵の牙』　　　　　　塩田武士／著
　『ＡＸアックス』　　　　伊坂幸太郎／著
　『盤上の向日葵』　　　　　柚月裕子／著
　『百貨の魔法』　　　　　　村山早紀／著
　『星の子』　　　　　　　　今村夏子／著

本屋大賞２０１８

あわくら子ども図書館　西粟倉村影石３３

こども図書館　　　　TEL79-2116

教育委員会内図書係　TEL79-2216　

開館時間　１０：００～１７：００

休館日　祝祭日、年末年始

　　　　５月は３日、４日、５日がお休みです。

☆問い合わせ先☆　プレゼント企画の当選者発表を５月２８日（月）～６月１１日

（月）の期間、図書館に掲示します。

　参加した方は応募券の控えを持って、図書館に来てください。

★☆子ども読書週間抽選結果発表☆★

　　　～全国書店員が選んだいちばん！売りたい本～
ノミネートから大賞作品あります！
大賞：『かがみの孤城』　　辻村深月／著

★☆岡山県立図書館の配本について☆★

　５月１５日に配本を行います。それにともない、図書館入り口

の県立図書館コーナーの本を借りている方は５月８日（火）まで

に返却をお願いいたします。

○４月講座「入学式・始業式」
　４月２０日（金）、この冬の厳しい寒さも忘れるほどの
暖かな春の陽の中、第４５回あわくら大学入学式・始業式
を行いました。今年度は３名の新入生を迎え、新年度がス
タートしました。
　式の中では、村長より「皆さんが今までに培った経験を
自分のために発揮してほしい。」や「新施設の建設など村
が変わっていくことを皆さんにも感じてもらいたい。」と
話がありました。
　大学生の皆さんの活動がより充実することができる場と
なる新生涯施設の建設が、今年度よりスタートするなど、
西粟倉の変化を大学生の皆さんに伝えていく取組みや講演
を増やしていきたいと思います。

内容：「踊り鑑賞」
講師：旧用瀬町の踊り団体
日時：５月１８日（金）
　　　午前１０時～
場所：あわくら会館
　　　大ホール

あわくら大学５月講座

　式典後は、４月に開園した西粟倉村立西粟倉保育園の見
学を行いました。園の中では、西粟倉の木の「あたたかさ」
「におい」「やさしさ」を感じることができ、その中で遊ぶ
子どもたちのたくさんの笑顔を見ることができ、「良い建
物ができた。」などと皆さん話をされていました。
　子どもたちとの交流もでき、たくさんの元気をもらうこ
とができた講座となりました。

西粟倉保育園の見学
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特 色ある教育 通信
～ふるさとの自然や人に学び、子どもたちの生きる力を育む西粟倉ならではの教育プログラム～

「新田選手　幼・小・中来訪」
　４月９日（月）に平昌パラリンピック金メダリストの新田選手が、幼稚園、小学校、中学校を訪問してく
ださいました。
　新田選手が入場し、全員が祝福の拍手を送りました。学校から新田選手にお祝いの花束を渡し、新田選手
からはサインをいただきました。
　新田選手から「夢を持つことで夢に向かって頑張ることができる。」「自分はいろいろな人に助けてもらっ
てメダルを取ることができた。感謝の気持ちを忘れない」と子どもたちにむけてメッセージをいただきまし
た。
　また金メダルと銀メダルを持たせていただき、メダルに触れた子どもたちは大盛り上がり。
　子どもたちに、とてもいい経験になりました。

日本伐木チャンピオンシップに

横山大蔵さんが出場！

　この春より村内にお住まい
の横山大蔵さんが、5 月 19 日
に開催される「日本伐木チャ
ンピオンシップ」に出場され
ます。伐木の技術を競う本大
会の勝者は、日本代表選手と
して 8 月にノルウェーで行わ
れ る 世 界 大 会 へ 出 場 し ま す。
大会への意気込み等を取材し
ました。

‐ 自己紹介をお願いします。
　４月から岡田林業で働いています、横山大蔵です。生まれ

は静岡で、この前まで東京農業大学森林総合科学科にいまし

た。岡田林業ではチェーンソーで木を伐ったりしています。

林業は高校時代からずっと就きたかった仕事なので、ひたす

ら楽しいです！

‐ 今回出場される大会について教えてください。
　今回出場する日本伐木チャンピオンシップはＪＬＣと言っ

て、世界大会へ出場するための日本代表を決定する大会です。

世界大会と同じく、伐倒・丸太合わせ輪切り・接地丸太輪切り・

枝払い・ソーチェーン着脱の５種目で競い合います。たとえ

ば伐倒はいかに狙ったところに狂いなく倒すことができるか、

合わせ輪切りはいかに正確に上下からズレなく切断できるか

など、「仕事をいかに早く確実に安全にこなすか」を競う大会

です。普段大茅で練習しているとよくチェーンソーアートと

間違われるのですが……枝払い競技などは見てても面白いと

思うので、近くを通られた際はご覧頂ければと思います！

‐ 日々の仕事とつながる大会なんですね。
　服装や動作など、安全に関しては特に意識するようになり

ます。片手操作をしない、チェーンブレーキをかけるなど、

身体が覚えていきます。僕は今まで１年半ほど競技をしてい

るのですが、基本的なチェーンソーの扱いなどは仕事よりも

先に、この競技で覚えることができました。ただ普通の選手

は逆で、現場で磨かれた技を競技に持ち込まれる方がほとん

どです。そういった皆さんの引き出しの多さには舌を巻くこ

とが多いです。

‐ 今大会の目標を教えて下さい。
　日本代表として、ノルウェーの世界大会に出場することで

す！僕は今２２歳ですが、２４歳以下のジュニアクラスは上

位１名が日本代表になります。今まで積み上げてきたものを

発揮できれば負けることはないと思います。

‐ 有難うございました。楽しんできてください！
　世界目指してがんばってきます！

　日本伐木チャンピオンシップは５月１９日（土）より青
森県青森市モヤヒルズで開催されます。横山さんは普段か
ら仕事終わりや週末に大茅で練習されているので、伐木競
技に興味ある方はお立ち寄りください。普段は見ることの
ないチェーンソーの動きに、魅了されるかも知れません。
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『身体を変える　連続講座』に参加して　　春名　美好さん

　昨年１０月から今年２月（計８回）の連続講座が終わりました。過去、上手くいかなくても、本気で
決意すると、１か月で食事の摂り方が変わり、身体が変わる、そんな実感を参加者の春名美好さん（谷
口）が、教えてくださいました。

◆きっかけ・・・
　講座を受けようと思ったきっかけは、年を重ねて
いくたびに健康状態が気になり、体型など今のまま
じゃダメと思ったことでした。広報に入っていたチ
ラシを見たとき何日か悩みましたが、この機会を逃
がしたら後がない気がして、最後のチャンスと思い、
受ける決意をしました。
◆これまで・・・
　これまで、何度も自己流でやりましたが長続きし
ませんでした。ウォーキングも勧められ始めてみた
ものの、「人目が気になる」「雨が降っているから」「眠
たいから」と何かと理由をつけ歩かなくなっていま
した。
◆当初の意気込み・・・
　当初、講座では、ウォーキングを再開しつつ、気
になっている部位の運動を教えてもらいました。ス
クワットのコツがつかめなかったのですが、つま先
から膝が出ないように色々と工夫するなど頑張りま
した。
◆停滞期を乗り越える・・・
　過去、停滞期に入ると、やる気がなくなり諦めて
いました。今回は諦めそうになっても、「講座にま
た行ける」と楽しみがあること、運動・栄養・睡眠
全てにおいて、「わからない事があっても次の講座
で聞ける」という安心感がありました。心が折れて
弱気になっても気持ちを聞いてもらえたので諦めず
に続けてこれました。
◆朝ご飯を食べ始める・・・
　元々、朝ご飯を食べる時間があるなら寝ていたか
ったので、朝ご飯を食べていなかったのです。講座
で栄養士さんに「朝ご飯を食べないことには何をし
ても効果がない。」と言われ、心に響きました。　
私の最初の取組は「朝食を摂る」ことから始まりま
した。既に朝ウォーキングを再開してスッキリと目
覚めていたので、意外と気持ちよく食べることがで
きました。

倒でもお弁当を作るよう心掛けました。コンビニ弁
当も時には利用しますが、カップ麺は一切やめまし
た。お弁当の内容が本当にこれでいいのかなぁと不
安を持つこともありましたが、講座で栄養士さんと
確認し修正していきました。
◆間食もやめる・・・
　１ヶ月に１～２回、何処かにいったときに食べる
だけで、家や職場での間食はやめました。時々、誘
惑に負けそうになりますが、食べて癖になったら今
までの頑張りが無駄になる、たまに食べるくらいが
ちょうどいいと思い、負けないようにしています。
◆効果を実感・・・
　最初のころは「少し痩せた？」と言われても信じ
られなかったけれど、回を重ねていき、講座の中頃
から半信半疑ながら自分でもやっと気付き始めまし
た。今では「痩せた」ことを確実に実感できます。
　今年３月半ばに、ある人から１４年前の私が写っ
ている写真を見せてもらう機会がありました。あま
りにも太っていたのでビックリしました。２０歳代
後半で健康のことも、十数年後に大きなツケが返っ
てくることも何も考えもせず、暴飲暴食をしていた
頃だったと思います。ショックを受けたと同時に思
ったことは、この頃の姿に戻りたくないという強い
決意でした。
◆これから・・・
　５ヶ月間の講座もあっという間でした。教えてい
ただいたことを復習しつつ、これから先も続けてい
きたいと思います。

◆次はお弁当を変える・・・
　朝食を摂ることが習慣
づくと、次はお弁当です。
バランスのとれた内容を
教えてもらいました。以
前は、コンビニ弁当やカ
ップ麺（ご飯つき）の日
が多かったのですが、講
座に出始めてからは、面
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西粟倉村新規採用職員等の紹介

氏名：大室　裕史
　　（おおむろ　ひろし）
所属：総務企画課
趣味：プログラミング、読書、スキー

　西粟倉村の魅力にひかれ、娘の誕生

を機に移住を決意致しました。これか

らも子どもたちが自慢できる村であり

ますよう、一生懸命がんばりたいと思

います。

　西粟倉村の魅力に惹かれて昨年の 9

月から出納室でお世話になっていま

す。村の発展の為に少しでもお役にた

てるように精一杯努めます。よろしく

お願いいたします。

氏名：水田　祐介
　　（みずた　ゆうすけ）
所属：出納室
趣味：温泉巡り、旅行

氏名：大西　桃
　　（おおにし　もも）
所属：総務企画課（臨時）
趣味：動く、食べる、寝る

　埼玉より移住してきて１カ月が経ち

ました。人のあたたかさにふれながら

日々勤務しております。感謝の気持ち

を忘れず笑顔で頑張ります。これから

宜しくお願いします。

　4 月から新しいスタッフが加わりました。

　今後、様々な場面でみなさんのお世話になると思います。よろしくお願いします。
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西粟倉村診療所より

ピロリ菌のお話

　ピロリ菌とは、「ヘリコバクターピロリ」といい、胃の内部に生息する細菌です。
日本では、全人口の５０％、４０歳以上では７０％、５０歳以上の年齢層では８０％以上の感染があるとさ
れています。

ピロリ菌は胃がん発生の主因

　胃がん患者の胃の内部からもピロリ菌が高率に検出される（約９８％の確率）ことから、胃がんに
も深く関係していると言われています。
ピロリ菌検査について

　ピロリ菌の有無を調べるにはさまざまな方法がありますが、当診療所の検診では、最も簡単で食事、
喫煙などの影響を受けない【血中ピロリ抗体測定法】を採用しています。
ピロリ菌検査で陽性がでたら？

　診療所では、胃内部の状態を見るため胃カメラ検査をお勧めしています。
　また、ピロリ菌を除菌する治療として１種類の「胃酸を抑える薬」と２種類の「抗菌薬」の合計 3
剤を同時に 1 日 2 回 7 日間服用します。その後、4 週間以上空けてピロリ菌が除菌できたかどうか
を確認する検査をおこないます。

ピロリ菌の検査を受けてみませんか？

　西粟倉村診療所では、胃がんの早期発見の一環としてピロリ菌の検査を実施しています。

◇ピロリ菌検査を検診で希望される場合は、血液検査となります。

　 検査で抗体が陽性と判定された方は、まず、医療機関を受診し 胃カメラで胃の状態を調べる
ことをお勧めします。

＊検査費用　２００円
検査をご希望される方は診療所へお申し込みください。電話　７９－２２２０

胃の調子がすぐれない方は
受けてみましょう。
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ね んきんおしえて
国民年金保険料免除等の申請について

　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎年金や遺族基
礎年金を受けられない場合があります。
　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付が免除・猶予となる「保
険料免除制度」や「納付猶予制度（５０歳未満）」がありますので、住民登録をしている市（区）役所・町
村役場の国民年金窓口で手続きをしてください。申請書は窓口に備え付けてあります。

　☆詳しくは、津山年金事務所（TEL：0868-31-2360）までお問い合わせください。

●あわくら温泉
 　湯～とぴあ黄金泉

●あわくら旬の里
○５月の定休日につきましては、あわく
ら旬の里までお問い合わせください。

○定休日のお知らせ
　５月は、　８日 ( 第２火曜日 ) です。
　６月は、１２日 ( 第２火曜日 ) です。

○お問合せ　黄金泉 0868-79-2334
　　　　　　旬の里 0868-79-2882

国民年金保険料は口座振替がお得！

　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。
　口座振替をご利用いただくと、保険料が自動的に引き落とされるので金融機関などに行く手間が省けるう
え、納め忘れもなく、とても便利です。
　また、口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付することにより、月々 50 円割引される早割制度や、
現金納付よりも割引額が多い６カ月前納・１年度前納・２年度前納もあり、大変お得です。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参のうえ、ご希望の金融機
関または年金事務所へお申し出ください。



黄金泉 大人 700 円→ 500 円

小人 500 円→ 400 円

元　湯 大人 500 円→ 400 円

小人 250 円→ 200 円

（小学生未満無料）
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☆★　ゆうゆうハウス・ひだまり情報　★☆

　ゆうゆうハウスでは、リハビリの一環としてちぎ
り絵に力を入れています。職員が下絵を描いて、
利用者の方が色彩を考えながら細かくちぎった色紙
をお喋りをして、楽しく貼っています。春の季節に
ピッタリな大作が出来あがりました。
　桜のちぎり絵を製作していく中で、「本当の桜を
みんなで見たいな」と言われ、坂根や智頭の桜を見
にドライブに行きました。満開の桜を見て、皆さん
とても喜ばれていました。

　日本赤十字社の「会員」とは、赤十字の人動的な活動に賛同し、毎年一定額以上の活動資金
にご協力をしていただける方の事です。赤十字事業の原動力であり、組織の根幹をなすものな
ので、ひとりでも多くの方に会員になっていただけるようご協力をお願い致します。

≪赤十字会員加入のお願い≫　　～　5月は赤十字運動月間です　～

◎けがや病気に備えるために
◎地域の社会福祉推進のために
◎未来を担う子供たちのために
◎被災された方のために
◎被害に備えるために

皆さんにご協力頂きました活動資金は、
このようなものに使われています。

緊急用毛布
　　　　救急セット
災害時用安眠セット

☆★　第 29 回県境市町村親睦交流ゲートボール大会が開催されました　★☆

　今年も４月１９日（木）に「県境市町村親睦交流ゲートボール大会」が開催されました。

≪試合結果≫
優　勝　智頭 A チーム（智頭町）

準優勝　下土居チーム（西粟倉村）

第 3 位　英　田チーム（美作市）

村外９チーム、村内１チームの全１０チームで
試合を行い、皆さん、日頃の練習の成果を発揮
されていました。ゲートを通過するたびに歓声
があがり、チームで協力してゴールを目指して
いました。試合の合間には、久しぶりにお会い
したようで、試合と同様に話にも花が咲いて、
親睦を深められていました。

　小規模多機能ホームひだまりでは、地域のイベン
ト見物に出かけています。先日は旧大原町の『古町
のおひなまつり』の見物に出かけました。「久しぶ
りに古町まで来たわ」「珍しいお人形じゃなあ」「昔
を思い出したな～」とウキウキとお喋りしながら旧
道を１時間余り散策しました。これからお花見シー
ズンです。「さあ、今度はどこに連れて行ってくれ
るんかな？」

「また行こうな！」皆さんも私たちを見かけたら声
をかけてくださいね！

字が書いてある場所を探し
てフタを置くパズルです。
手先と頭を使って日々トレ
ーニングをしています。簡
単に作れるので皆さんもご
自分で作って脳トレをして
みてはいかがですか？

　村民の皆さん、午前 9
時 55 分 か ら『NHK テ レ
ビ体操』をご存知ですか？　
ひだまりでは、レクリエー
ションや作業の手を止めて
チョコっと体を動かして気
分転換しています。

「村民の皆さんもぜひ気分
転換にどうぞ！」

　また、脳トレとして「数字パズル」が大人気です。
ペットボトルのフタに数字が書かれていて、その数
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お詫びと訂正
　広報にしあわくら平成 30 年４月号（No.659）８ページに掲載の議会だよりにおいて、見出しに誤り
がありました。正しくは、『３月定例会　一般質問　井上二郎議員』です。謹んでお詫び申し上げ、こ
こに訂正いたします。

　　　　　　　　平成３０年４月１日現在
　　　	の動き　　　
●人口　		１，４６８人（－１１）
　　男　　　６８２人（－４）
　　女　　　７８６人（－７）
（３月中の異動：出生１人、転入８人、転出１８人）
●世帯　　　５９５戸（±０）

人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　		意の窓　　　社会福祉協議会から
　　　　(Ｈ 30.3.17 ～Ｈ 30.4.24 まで )

●お大事にしてください
猪之部　延東　俊彦様　　　本人　　　退院内祝
谷　口　政久　義弘様　　　本人　　　退院内祝
●幸せ多い人生を
坂　根　草刈　正明様　　　本人　　　結婚内祝

善

●お悔やみ申し上げます
・赤代　一彰　さん（塩　谷）　４月 22 日  83 歳

( Ｈ 30.3.17 ～ H30.4.24 まで )

井上しげのさん
　満 100歳
おめでとうございます。

　4 月 30 日に、本村塩谷地区の井上しげのさん
が満 100 歳のお誕生日を迎えられました。
同月 27 日に、現在入所中の特別養護老人ホーム
やすらぎ荘で 100 歳のお祝い会が催され、西粟
倉村から青木村長、西粟倉村議会から草刈議長が
お祝いの言葉と記念品をお渡ししました。
　しげのさんはとてもお元気で、やすらぎ荘の皆
さんやご家族に囲まれ、終始にこやかにされてい
ました。これからもお元気で長生きして下さい。

祝
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古紙のリサイクルに取り組むオフィス町内会と

森林の再生に取り組み岡山県西粟倉村との連携

により実現した「森の町内会－間伐に寄与する

紙－」を使用しています

割 割 割 割券 券 券 券 券引 引 引 引 引
黄金泉・元湯	有効期限
平成 30年 7月 31日

割
黄金泉・元湯	有効期限
平成 30年	7 月 31 日

黄金泉・元湯	有効期限
平成 30年	7 月 31 日

黄金泉・元湯	有効期限
平成 30年	7 月 31 日

黄金泉・元湯	有効期限
平成 30年	7 月 31 日

月　日 行　事　等 休日急患医※１ ごみの日

５月１４日 月 可燃ごみ

１５日 火

１６日 水

１７日 木
・子育て相談　10：00 ～ 16：00

（いきいきふれあいセンター）
可燃ごみ

１８日 金

・あわくら大学　10:00 ～
（あわくら会館大ホール）

・行政相談会　13：00 ～ 16：00
（いきいきふれあいセンター）

資源ごみ

１９日 土

２０日 日 田尻病院

２１日 月 可燃ごみ

２２日 火

２３日 水

２４日 木 可燃ごみ

２５日 金 びん類

２６日 土
（総合健診お休みの日）
・スポーツ塾

２７日 日

・集団狂犬病予防注射
　10：30 ～ 11：30
　（いきいきふれあいセンター）
・ヒルクライム in 若杉

原田内科医院

２８日 月 ・婦人科健診　午後 可燃ごみ

２９日 火 ・婦人科健診　午前

３０日 水

３１日 木 ・納付期限：固定資産税第１期 可燃ごみ

6 月　１日 金 資源ごみ

２日 土

３日 日 福井医院

４日 月 可燃ごみ

５日 火 古紙類

６日 水
・献血　11：50 ～ 13：00

（いきいきふれあいセンター）

７日 木 可燃ごみ

8 日 金
・総合相談会　13：00 ～ 16：00

（いきいきふれあいセンター）
かん類

9 日 土

10 日 日 田尻病院

今 月 の 予 定

※１　休日急患医（美作市医師会）は、５月１日現在の予定です。
　　　利用にあたっては医療機関に必ずご確認ください。

※２　納付期限にご注意いただき納付をお願いします。
　　　口座振替の方は残高確認をお願いします。
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５月生まれ

森
もりもと

本　惺
せ い た

太ちゃん

　　　　　
（別　府）

　

　　５月１１日生まれ

お父さん　大介さん

お母さん　美紅さん　

●好きな食べ物　

　にんじん、かぼちゃ

●今興味のあるもの　

　お散歩、棚から物を出すこと♡

●ご両親からのメッセージ

　これからもげんきにたくましくそだってね！

やんちゃはときどきおやすみで♡

５月生まれ

岡
お か だ

田　夢
ゆ あ

歩ちゃん

　　　　　
（大　茅）

　

　　５月２８日生まれ

お父さん　和也さん

お母さん　詩織さん　

●好きな食べ物　

　納豆、いちご、うどん

●今興味のあるもの　

　従兄弟のお兄ちゃん、財布の中身、リモコン、

飼い犬

●ご両親からのメッセージ

　我が家のアイドル夢歩ちゃん。いつも笑顔を

ありがとう。大好きだよ。

大茅地域活性化協議会より

「おおがや芝桜公園」
　おおがや芝桜が今年も満開を迎
え、4 月 29 日（日）には「おお

がや芝桜まつり」を
開催しました。もう
しばらくは見頃が続
きます。大茅にお越
しの際は、ぜひお立
ち寄りください。


